
●一般会計当初予算 44億 9,524 万円（３月定例会）
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令
和
５
年
第
１
回
五
木
村
議
会
定
例
会
が
３
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程

で
開
催
。
今
定
例
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
（
10
件
）
を
は
じ
め
、
人
事
案
件

１
件
、
条
例
制
定
・
改
正
案
件
５
件
、
工
事
及
び
委
託
変
更
契
約
案
件
２
件
、
事
務
組
合

の
規
約
の
変
更
案
件
２
件
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
案
件
７
件
の
計
27
件
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
で
「
五
木
村
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
１

件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

自主財源
6億6,605万5千円

（14.8％）

自主財源
6億6,605万5千円

（14.8％）

村税
2億1,831万6千円

（4.9％）

村税
2億1,831万6千円

（4.9％）

寄付金
2,250万2千円
（0.5％）

寄付金
2,250万2千円
（0.5％）

財産収入
3.635万円
（0.8％）

財産収入
3.635万円
（0.8％）

繰入金
3億129万3千円
（6.7％）

繰入金
3億129万3千円
（6.7％）

繰越金
5,000万円
（1.1％）

繰越金
5,000万円
（1.1％）
諸収入

1,967万6千円
（0.4％）

諸収入
1,967万6千円
（0.4％）

地方譲与税等
1億1,022万9千円

（2.5％）

地方譲与税等
1億1,022万9千円

（2.5％）地方交付税
11億5,000万円
（25.6％）

地方交付税
11億5,000万円
（25.6％）国庫支出金

13億1,217万4千円
（29.2％）

国庫支出金
13億1,217万4千円

（29.2％）

県支出金
8億588万5千円
（17.9％）

県支出金
8億588万5千円
（17.9％）

村債
4億5,90万円
（10.0％）

村債
4億5,90万円
（10.0％）

分担金及び負担金
312万8千円（0.1％）
分担金及び負担金

312万8千円（0.1％）

使用料及び手数料
1,479万円（0.3％）
使用料及び手数料

1,479万円（0.3％）

依存財源
38億2,918万8千円

（85.2％）

依存財源
38億2,918万8千円

（85.2％）

歳 入 総 額
44億9,524万3千円

歳 入 総 額
44億9,524万3千円

9,524万3千円

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

5,000,000

4,500,000

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500
（千円）

2,200,5912,200,591
2,490,4952,490,495

2,991,7552,991,755 2,864,7942,864,794 3,015,3143,015,314

2,531,2682,531,268 2,568,1602,568,160
2,771,9232,771,923

2,333,3312,333,331 2,322,5022,322,502

2,735,4292,735,429

4,495,2434,495,243

3,546,4863,546,486

3,920,4883,920,488
1,3541,3541,3371,337

1,3081,308
1,2621,2621,2411,241

1,2081,208
1,1691,169

1,1361,1361,1151,115
1,0871,087

1,0581,058

966966
1,0021,0021,0221,022

（人）

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

平
成
31
年

令
和
２
年

令
和
３
年

令
和
４
年

令
和
５
年

当初予算額
人口

当初予算と人口の推移

※３月31日現在の住民基本台帳人口

新年度

予算
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令和5年度当初予算対前年度比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　    　    （単位：千円、％）

会計名 令和５年度 令和４年度 対前年度
増減額 増減率

一 般 会 計 4,495,243 3,546,486 948,757 26.8
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 156,007 165,425 △ 9,418 △ 5.7
ダ ム 対 策 事 業 特 別 会 計 308 308 0 0.0
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 91,676 70,813 20,863 29.5
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 11,826 21,035 △ 9,209 △ 43.8
介 護 保 険 特 別 会 計 215,608 222,212 △ 6,604 △ 3.0
代 替 地 上 下 水 道 特 別 会 計 20,304 17,498 2,806 16.0
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 30,671 27,927 2,744 9.8
墓 地 公 園 特 別 会 計 2,008 299 1,709 571.6
情 報 通 信 事 業 特 別 会 計 289,868 107,681 182,187 169.2
特 別 会 計 　 計 818,276 633,198 185,078 29.2

合　　計 5,313,519 4,179,684 1,133,835 27.1

議会費
5,410万6千円
（1.2％）

議会費
5,410万6千円
（1.2％）

総務費
7億9,526万9千円

（17.7％）

総務費
7億9,526万9千円

（17.7％）

民生費
3億1,635万2千円

（7.0％）

民生費
3億1,635万2千円

（7.0％）

衛生費
1億6,638万9千円

（3.7％）

衛生費
1億6,638万9千円

（3.7％）

商工費
1億1,324万2千円

（2.5％）

商工費
1億1,324万2千円

（2.5％）

農林水産業費
3億2,211万6千円

（7.2％）

農林水産業費
3億2,211万6千円

（7.2％）

教育費
1億8,249万3千円

（4.1％）

教育費
1億8,249万3千円

（4.1％）

災害復旧費
17億867万2千円
（38.0％）

災害復旧費
17億867万2千円
（38.0％）

公債費
3億8,847万4千円

（8.6％）

公債費
3億8,847万4千円

（8.6％）

予備費
200万円
（0.0％）

予備費
200万円
（0.0％）

土木費
3億3,651万5千円

（7.5％）

土木費
3億3,651万5千円

（7.5％）

消防費
1億961万5千円
（2.4％）

消防費
1億961万5千円
（2.4％）

歳 出 総 額
44億9,524万3千円

歳 出 総 額
44億9,524万3千円

　

令
和
５
年
度
は
、
村
・
県
共
同
で
策
定
す
る
「
ふ

る
さ
と
五
木
村
づ
く
り
計
画
」
の
最
終
年
度
。
ま
た
、

第
６
期
五
木
村
基
本
構
想
の
後
期
計
画
策
定
年
度
に

あ
た
り
、
こ
の
44
億
９
千
万
円
の
予
算
を
ど
う
活
か

す
か
重
要
な
年
度
に
な
る
。

主
な
事
業

【
総
務
費
】

　

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
機
器
の
更
新

　

空
き
家
対
策
・
移
住
定
住
業
務
の
民
間
委
託

【
民
生
費
】

介
護
予
防
事
業　

げ
ん
ぞ
う
会
・
脳
い
き
い
き
教
室

【
衛
生
費
】

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備

【
商
工
費
】

　

事
業
継
続
す
る
担
い
手
へ
の
施
設
整
備
補
助
金

【
土
木
費
】

　

落
石
対
策
と
村
道
の
排
水
施
設
整
備

【
消
防
費
】

　

屋
外
拡
声
器
設
置
費

【
教
育
費
】

　

学
校
給
食
の
無
償
化

【
災
害
復
旧
費
】

　

令
和
４
年
台
風
14
号
に
係
る
工
事
費

　

村
道
白
蔵
線
地
す
べ
り
災
害
復
旧
工
事

44億
３ 月
定例会 ͜ᕊϜផকԕΓጚ
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―　第１回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
園
田
良
治

早
田
吉
臣

中
村
俊
也

川
邉
正
美

田
山
淳
士

藤
本
新
一

西
村
久
徳

審
議
結
果

議案第３号 教育委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
全員賛成

議案第４号 五木村個人情報保護法施行条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第５号 五木村個人情報保護審議会条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第６号 五木村一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第７号 五木村国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第８号 五木村国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１０号 工事請負変更契約の締結について（五木村デジタ
ル防災行政無線戸別受信機設置工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第１１号 業務委託変更契約の締結について（五木村告知シ
ステム改修業務委託） ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 原案可決

全員賛成

議案第１２号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務
の変更及び規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第１３号 人吉球磨広域行政組合規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１４号 令和４年度五木村一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１５号 令和４年度五木村国民健康保険特別会計補正予
算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第１６号 令和４年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１７号 令和４年度五木村農業集落排水事業特別会計補正予算（第
２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第１８号 令和４年度五木村介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第１９号 令和４年度五木村代替地上下水道事業特別会計補正予
算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第２０号 令和４年度五木村情報通信事業特別会計補正予
算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第２１号 令和５年度五木村一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２２号 令和５年度五木村国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２３号 令和５年度五木村ダム対策事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２４号 令和５年度五木村簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２５号 令和５年度五木村農業集落排水事業特別会計予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第２６号 令和５年度五木村介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２７号 令和５年度五木村代替地上下水道事業特別会計予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第２８号 令和５年度五木村後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第２９号 令和５年度五木村墓地公園特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第３０号 令和５年度五木村情報通信事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議員提案第１号 五木村議会の個人情報の保護に関する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠
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　令和５年第１回五木村議会臨時会が２月９日に開催され、村道白蔵線地すべり災害復旧工事を熊
本県代行事業として実施協定書の締結について、また、補正予算として令和４年９月発生した台風
14号による村道災害復旧事業に１億6,050万円、地籍調査事業に6,146万 3,000円など追加
補正された。
　２議案とも全会一致で原案どおり可決した。

　令和５年第２回五木村臨時会が３月29日に開催され、一般会計ほか、３特別会計の補正予算が
上程された。
　一般会計及び簡易水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計では、次年度への繰越事業につ
いても提案された。
　全議案とも全会一致で原案可決した。繰越事業は次のとおり

【一般会計】
・くま川鉄道経営安定化補助金（災害復旧）
 1,562,000円
・地籍調査事業 63,523,000円
・平瀬地区簡易給水施設災害復旧事業
 6,000,000円
・村有林素材生産間伐事業 19,015,000円
・作業道嶽線改良事業外2件 27,600,000円
・村道折立線道路改良事業 27,052,000円
・林道菊池人吉線災害復旧事業外1件
 121,261,000円

・村道下梶原線道路災害復旧事業外12件
 160,500,000円
・村道白蔵線地すべり災害復旧事業
 300,000,000円

【簡易水道事業特別会計】
・公営企業法適用支援事業 25,190,000円

【農業集落排水事業特別会計】
・公営企業法適用支援事業 25,190,000円

令和４年台風 14 号による村道災害復旧工事に
１億 6,050 万円を計上

補正予算４議案を可決

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
園
田
良
治

早
田
吉
臣

中
村
俊
也

川
邉
正
美

田
山
淳
士

藤
本
新
一

西
村
久
徳

審
議
結
果

議案第１号 五木村災害復旧事業の施行に関する令和４年度
実施協定書の締結について（追認） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案第２号 令和４年度五木村一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名
園
田
良
治

早
田
吉
臣

中
村
俊
也

川
邉
正
美

田
山
淳
士

藤
本
新
一

西
村
久
徳

審
議
結
果

議案第31号 令和４年度五木村一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第32号 令和４年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第33号 令和４年度五木村農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案第34号 令和４年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

第１回
臨時会

第２回臨時会
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村政
を
問う
一般質問

ダ
ム
問
題
に
つ
い
て

村
政
の
最
大
の
課
題
は

村
の
存
亡
と
言
わ
れ
て
き
た
ダ
ム

問
題
を
は
じ
め
、
急
激
な
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
集
落
が

消
え
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
打
開
す

る
に
は
村
長
を
は
じ
め
、
我
々
も

職
員
も
一
丸
と
な
っ
て
奮
起
が
必

要
で
す
が
、
蒲
島
知
事
は
１
月
21

日
に
来
村
さ
れ
、『
今
年
度
中
に

村
と
一
緒
に
な
っ
て
新
た
な
振
興

計
画
を
作
成
し
、
県
政
の
最
重
要

課
題
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
。
そ
し
て
誰
も
が
安
全
で
安

心
し
て
住
み
続
け
る
若
者
が
集
ま

る
「
ひ
か
り
輝
く
五
木
村
」
を
作

り
ま
す
。』
と
力
強
く
実
に
立
派

な
挨
拶
で
し
た
。
こ
れ
ら
が
絵
に

描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

村
の
振
興
は
待
っ
た
な

し
。す
ぐ
出
来
る
物
か
ら
国
県
村
の

役
割
り
分
担
で
取
り
組
み
た
い
。

県
は
村
の
振
興
資
金
に
50

億
円
積
立
、ダ
ム
関
連
事
業
負
担

金
に
50
億
円
の
計
１
０
０
億
円
程

度
。こ
の
事
業
は
約
20
年
も
か
か

る
と
の
事
だ
が
、村
は
今
、危
機
的

で
あ
り
、こ
ん
な
悠
長
な
事
で
よ

い
の
か
。５

年
ぐ
ら
い
で
集
中
的
に

圧
縮
し
て
や
ら
な
い
と
手
遅
れ
に

な
る
。

金
だ
け
の
話
で
は
、村
の

抜
本
的
な
振
興
は
出
来
な
い
。若

者
の
職
場
と
し
て
企
業
誘
致
を
図

り
、若
い
人
が
安
心
し
て
定
着
す

る
対
策
を
国
や
県
に
働
き
か
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
私
も
同
感
で
す

が
、村
内
の
事
業
所
も
し
っ
か
り

支
援
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

蒲
島
知
事
が
言
っ
て
い
る

村
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
に

は
ま
ず
以
前
か
ら
計
画
が
あ
っ
た

五
木
ダ
ム
の
再
着
工
と
最
近
の
異

タ
か
ら
す
る
と
23
人
が
妥
当
だ
と

記
憶
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は

財
政
的
に
は
厳
し
く
な
る
と
思
う
。

村
民
か
ら
議
会
に
対
し
質

問
状
が
来
て
お
り
、村
長
の
子
供

３
人
が
、村
長
が
管
理
す
る
保
育

所
、社
協
、役
場
に
勤
務
し
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
そ
れ
は
本
当

か
。

詳
し
く
は
把
握
し

て
い
な
い
。

事
実
関
係
に
つ
い
て
は
調

べ
て
い
た
だ
い
た
ら
す
ぐ
わ
か
る

と
思
う
。道
徳
に
反
す
る
よ
う
な

こ
と
は
一
度
も
し
て
い
な
い
。

二
十
歳
を
祝
う
会
に

つ
い
て今

年
の
二
十
歳
を
祝
う
会

（
成
人
式
）
は
対
象
者
が
５
人
い

た
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
は
あ
っ
た
と

思
う
が
、
出
席
者
は
１
人
で
寂
し

い
式
典
だ
っ
た
、
村
長
は
ど
う
思

う
か
。

本
当
に
寂
し
い
思
い
は

あ
っ
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
社
会
人
と

し
て
の
都
合
が
あ
っ
た
の
で
は
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

常
気
象
に
対
応
す
る
た
め
に
梶
原

川
や
小
鶴
方
面
、各
谷
々
に
防
災

砂
防
ダ
ム
を
造
る
べ
き
で
あ
る
。

梶
原
川
、
宮
園
方
面
を

県
が
測
量
中
で
、地
域
の
安
全
を

守
っ
て
行
く
の
が
使
命
で
あ
る
。

流
水
型
ダ
ム
に
よ
る
環
境

悪
化
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

国
県
は
下
流
域
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
ダ
ム
を
造
り
、日
本
一
の
美

し
い
環
境
と
優
し
い
川
を
守
り
ま

す
と
言
う
が
、大
雨
の
時
に
は
水

を
貯
め
る
と
ヘ
ド
ロ
が
貯
ま
り
、

ガ
レ
キ
が
溜
ま
り
そ
の
対
策
は
十

分
講
じ
て
後
世
に
悔
い
を
残
さ
な

い
か
。

今
、国
に
お
い
て
は
い
ろ

ん
な
手
段
で
調
査
段
階
か
と
思
う
。

人
口
減
に
伴
う
行
財

政
改
革
に
つ
い
て

本
村
は
人
口
１
，
０
０
０

人
を
切
っ
て
８
８
０
人
と
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
厳
し
い
状
況
の
中
、

職
員
が
81
人
で
村
民
の
10
人
に
一

人
の
割
合
で
バ
ラ
ン
ス
的
に
ど
う

か
。

類
似
団
体
の
デ
ー

村の危機的現状を見失わない事
木下村長　集中的に圧縮して取り組む

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

西村 久徳 議員
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公
園
に
つ
い
て

前
々
回
質
問
し
た
瀬
目
公

園
、
元
井
谷
公
園
、
大
通
峠
公
園

な
ど
の
回
答
が
ま
だ
な
い
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

す
べ
て
協
議

中
な
の
で
あ
る
程
度
進
ん
だ
時
点

で
ご
相
談
し
た
い
。

東小学校のグラウンドに車の乗り
入れを許可しているのはなぜか
教育課長　学校長の判断でグラウンド内に駐車を
　　　　　行っている

村政
を
問う
一般質問

東
小
学
校
の
駐
車
場
に

つ
い
て最

近
事
あ
る
ご
と
に
小
学

校
に
車
両
を
乗
り
入
れ
さ
れ
て
い

る
が
な
ぜ
か
、
駐
車
場
が
足
り
な

い
の
か
。

車
両
の
乗
り
入
れ

自
体
は
教
育
委
員
会
や
学
校
長
の

許
可
が
あ
れ
ば
可
能
と
判
断
し
て

い
る
。

駐
車
す
る
場
所
が
少

な
い
状
況
な
の
で
、
今
後
は
学
校

と
協
議
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
。

も
し
駐
車
場
が
足
り
な
い

よ
う
な
な
ら
、
学
校
前
の
国
道
の

西
側
を
埋
め
立
て
て
拓
い
た
ら
ど

う
か
。

今
提
案
が
あ
る
よ
う
に
国

道
の
西
側
に
張
り
出
し
て
拓
く
よ

う
国
、
県
に
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。

頭
地
代
替
地
を
34
・
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
開
い
た
が
現
在
は
空
き

地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
る
。

土
地
が
無
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
。

平
地
こ
そ
五
木
の
宝
で
あ
る
。
平

地
の
確
保
を
今
後
の
課
題
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

平
場
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
私
も
同
じ
考
え
で
あ
り
、
企

業
誘
致
や
住
宅
の
問
題
な
ど
い
ろ

ん
な
問
題
が
あ
る
の
で
、
振
興
策

と
し
て
国
、
県
も
一
緒
に
な
っ
て

平
場
の
造
成
に
つ
い
て
は
協
議
し

て
い
る
。
い
い
提
案
が
あ
れ
ば
お

願
い
し
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て防

犯
カ
メ
ラ
は
村
内
に
何

台
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
や
河

川
監
視
カ
メ
ラ
（
道
路
監
視
）、
Ｎ

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
含
め
る
と
17
か

所
位
だ
と
思
う
が
、
詳
し
く
調
査

し
て
い
な
い
。

最
近
物
騒
な
時
代
に
な
っ

て
き
た
の
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
村
民
に
助
成
す
る
考
え
は
な
い

か
。

区
長
会
を
通
じ
て
ニ
ー
ズ

調
査
を
し
て
、
必
要
で
あ
れ
ば
制

度
を
作
っ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

田山 淳士 議員

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

産
業
振
興
課
長

質
問

質
問

質
問

教
育
長

教
育
課
長

総
務
課
長

ここに駐車場を（東小学校前）

P
（イメージ）



村政
を
問う
一般質問

村民が安心出来る防犯カメラの
設置を
木下村長　庁内で調査し検討をしたい
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ろ
う
か
と
思
う
の
で
、
積
極
的
に

考
え
た
い
。

村
民
が
安
全
で
安
心

し
た
生
活
を

昨
今
、
現
金
強
奪
や
命
ま

で
奪
わ
れ
る
事
案
が
多
発
し
て
お

り
、
本
村
で
も
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
村
長
は
ど
う
受
け
止

め
て
お
ら
れ
る
か
。

村
内
各
地
域
一
体
で
防
犯

に
備
え
て
い
た
だ
き
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
各
種
の
器
具
等
を
整
備
し

た
い
。

外
国
か
ら
高
額
な
収
入
が

あ
る
と
若
い
方
を
犯
罪
へ
促
す
な

ど
の
問
題
が
あ
る
が
、
町
村
長
会

で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の

か
。

話
題
に
な
っ
た
こ
と
は
な

い
が
、
ア
プ
リ
等
の
問
題
も
あ
り
、

事
あ
る
ご
と
に
村
民
に
防
止
策
を

申
し
上
げ
た
い
。

郡
内
で
も
犯
行
を
予
兆
す

る
ア
ポ
電
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

人
吉
・
多
良
木
両
警
察
署
で
警
戒

を
し
て
い
る
。
町
村
長
会
で
も
対

策
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
。町

村
長
会
で
も
話
題
に
取

り
上
げ
た
い
。
駐
在
所
の
巡
査
部

長
が
老
人
会
で
講
話
を
さ
れ
て
い

る
。

村
内
で
も
見
知
ら
ぬ
人
や

車
等
の
出
入
り
も
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
住
宅
が
点
在
し
て
い
る

地
域
も
多
く
心
配
さ
れ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や

二
人
暮
ら
し
の
方
が
被
害
に
遭
わ

な
い
為
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
含
め
た

対
応
を
し
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
で
犯
人
逮
捕

に
結
び
つ
く
事
例
も
多
く
、
是
非
、

駐
車
場
等
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
が
必
要
と
思
う
が
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
必
要
で
あ

り
、
調
査
し
検
討
し
た
い
。

村
内
で
振
り
込
め
詐
欺

（
電
話
で
お
金
詐
欺
）
の
電
話
が

４
・
５
件
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
対
処
が
良
く
、
未
然
に
防

げ
た
。
今
、
ス
マ
ホ
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
も
含
め
て
、
カ
ー
ド
決
済
と

か
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
２
万
円
）

に
つ
い
て
も
ス
マ
ホ
決
済
な
ど
そ

う
い
う
問
題
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
に
は
十
分
な
説
明
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
性
の
高
い
情
報
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
交
付
等
に
は
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
る
。

振
り
込
め
特
殊
詐
欺
防
止

対
策
機
器
購
入
補
助
の
件

は
、
区
長
会
資
料
で
65
歳

以
上
、
１
／
２
の
補
助
で

上
限
が
７
，
０
０
０
円
で

あ
る
。
全
戸
に
取
り
付
け

る
考
え
は
な
い
か
。

車
の
急
発
進
ブ

レ
ー
キ
や
補
聴
器
等
の
助

成
対
策
を
し
て
い
る
が
、

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ

り
、
い
ろ
ん
な
課
題
も
あ

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村内にある防犯カメラ

藤本 新一 議員

住
民
税
務
課
長

振り込め特殊詐欺防止対策機器
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基幹産業として林業の将来を
どのように捉えているか
木下村長 林業従事者の方々に五木村の森林で従事して

いただけるようなに取り組んでいきたい

村政
を
問う
一般質問

林
業
振
興
に
つ
い
て

林
業
従
事
者
が
高
齢
化
し

減
少
し
て
い
く
中
で
、
基
幹
産
業

と
し
て
の
林
業
の
将
来
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

五
木
村
の
基
幹
産
業
は
林

業
と
思
っ
て
い
る
。
60
年
前
位
の

拡
大
造
林
等
で
植
林
い
た
だ
い
た

も
の
が
、
今
の
時
代
に
間
伐
、
全

伐
を
し
て
素
材
生
産
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
う
い
う
も
の
が
村
の
資

本
、
財
源
と
し
て
返
っ
て
き
て
い

る
。
林
業
従
事
者
の
方
々
に
五
木

村
の
森
林
で
従
事
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
の
予
算
の
中

に
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
実

証
委
託
が
あ
る
が
、
事
業
体
か
ら

も
早
く
外
国
人
実
習
生
を
入
れ
て

ほ
し
い
と
聞
い
て
い
る
が
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
技
能

実
習
１
と
い
う
こ
と
で
１
年
間
の

実
習
で
帰
っ
て
行
か
れ
る
。
国
の

政
策
と
し
て
検
定
制
度
を
設
け
て
、

技
能
実
習
２
と
か
３
に
伸
ば
し
た

い
と
い
う
話
も
あ
り
、
あ
と
２
年

後
位
だ
と
思
う
。

林
業
作
業
に
つ
い
て
、
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
購
入
に
補
助
す

る
考
え
は
な
い
か
。

今
後
事
業
体

と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

県
有
林
を
利
活
用
し
て
研

修
の
場
、
そ
し
て
五
木
村
で
昔
か

ら
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
焼
畑

農
業
等
の
学
習
の
場
と
し
て
県
に

お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

経
済
的
に
循
環
し
て
回
す

山
、
里
山
的
に
シ
イ
タ
ケ
、
ま
き

を
取
る
所
、
あ
と
水
源
林
と
か
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
山
を
歩
い
た
り

す
る
な
ど
、
４
つ
の
項
目
に
分
け

て
い
る
。
利
活
用
に
つ
い
て
は
随

時
協
議
を
し
て
い
る
。

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

質
問

質
問

焼き畑（北平）

※アシストスーツとは、作
業中の腰への負担を軽
減させる補助器具。

アシストスーツ

川 正美 議員

産
業
振
興
課
長



村政
を
問う
一般質問

村長の任期が来るが
木下村長　まだ、その段階ではない
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今
年
10
月
に
村
長
の
任

期
が
来
る
が
振
興
計
画
作
成
し
再

度
村
政
の
か
じ
取
り
を
さ
れ
る
の

か
。

令
和
５
年
度
は
大
切
な
時

期
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
ス
タ
ー
ト
の
予
算
を
認
め
て
頂

き
そ
の
方
向
付
け
を
行
い
た
い
、

来
期
も
と
か
の
段
階
で
は
な
い
。

新
た
な
五
木
村
振
興

計
画
に
つ
い
て

新
た
な
五
木
村
振
興
計
画

が
整
い
次
第
、
説
明
会
を
行
う
と

提
案
理
由
で
表
明
さ
れ
た
が
、
住

民
の
意
見
聴
取
は
お
こ
な
わ
れ
る

の
か
。

５
月
を
目
途
に
村
民
向
け

に
、
知
事
が
説
明
を
し
た
い
意
向

で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
枠
が
出
来

た
ら
住
民
と
話
を
し
な
が
ら
協
議

会
を
作
り
進
め
て
い
き
た
い
。

財
政
支
援
の
１

０
０
億
円
程
度
に
つ
い

て
、
村
の
振
興
に
は
50

億
円
と
い
う
こ
と
を
住

民
に
そ
の
内
容
を
説
明

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

相
対
的
に
は

１
０
０
億
円
程
度
で
五

木
の
ソ
フ
ト
的
な
一
般

財
源
に
つ
い
て
は
50
億

円
程
度
と
い
う
こ
と
で

財
源
表
記
に
つ
い
て
は

住
民
に
誤
解
が
無
い
よ

う
今
後
や
っ
て
い
き
た

い
。

現
在
の
物
価
上
昇
へ
村
の

対
策
は
、
来
年
度
計
画
が
あ
る
の

か
。

電
気
料
金
、
燃
料
等
上

が
っ
て
い
る
の
で
、
調
査
を
し
て

議
会
と
相
談
し
住
民
の
支
援
に
回

り
た
い
。検

討
中
で
6
月
定
例
会
に

補
正
予
算
で
対
応
す
る
の
か
。

早
け
れ
ば
6
月
定
例
会
ま

で
に
判
断
し
た
い
。

水
道
料
金
の
改
定
は
あ
る

の
か
、
ま
た
、
将
来
の
計
画
予
定

は
。

現
時
点
で
は
、
改

定
の
予
定
は
無
い
。
将
来
の
計
画

は
水
道
委
員
会
を
開
催
し
て
検
討

し
た
い
。

事
業
所
の
人
材
不
足

に
つ
い
て

事
業
所
の
人
材
不
足
は
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
村
と

し
て
の
対
策
は
。

企
業
誘
致
も
含
め
て
、
人

吉
球
磨
の
仕
事
創
生
協
議
会
で
対

応
し
た
い
。

移
住
者
へ
の
仕
事
支
援
は

考
え
て
い
る
の
か
。

林
業
事
業
所
に
は
社
会
保

険
の
村
負
担
を
行
っ
て
い
る
。
商

工
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
は
対
応

し
て
い
な
い
。
移
住
者
支
援
は
、

複
業
協
同
組
合
を
作
り
対
応
し
て

い
る
。

公
務
員
の
副
業
を
解
禁
す

る
事
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

家
賃
収
入
と
か
小
さ
な
農

業
所
得
、
公
益
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
そ
の
枠
内
で
判
断
し
て
い

き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

早田 吉臣 議員

質
問

建
設
課
長

村
長

令和５年１月21日　県知事との協議
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ば
…
と
い
う
思
い
で
日
々
働
か
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

③
五
木
村
に
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す

か
？

　

生
き
物
が
好
き
な
息
子
と
自

然
の
中
で
生
活
し
た
い
と
思
い

五
木
に
来
ま
し
た
。
夏
は
ホ
タ

ル
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
、

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
…
等
、
以
前
住
ん

で
い
た
市
川
市
で
は
出
会
う
こ

と
の
で
き
な
い
虫
に
家
の
網
戸
、

近
所
で
出
会
え
て
息
子
に
と
っ

て
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
す
。
夕
方
、
仕

事
の
帰
り
に
川
遊
び
も
で
き
て
、

夜
に
は
星
空
を
な
が
め
、
天
の
川

も
観
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
を
体

感
し
て
い
ま
す
。

④
最
後
に
村
や
議
会
に
望
む
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
息
子
が
自
転
車
に
乗
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
を

活
か
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

等
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

①
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

千
葉
県
市
川
市
よ
り
、
今
年
小

学
校
一
年
生
に
な
っ
た
息
子
の
桂

太
と
２
人
で
移
住
し
て
き
ま
し
た

久
良
優
子
で
す
。

②
仕
事
（
勤
務
先
）
に
つ
い
て

　

五
木
村
複
業
協
同
組
合
で
働
い

て
い
ま
す
。
組
合
の
各
事
業
所
に

日
替
わ
り
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ど
の
事
業
所
も
深
刻
な
人
材
不
足

で
、
個
人
の
負
担
が
大
き
く
、
ギ

リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
仕
事
を
ま
わ

し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
少
し

で
も
各
事
業
所
の
お
役
に
立
て
れ

議会の動き（１月～３月）

久
く ら

良　優
ゆうこ

子さん

４日 五木村二十歳を祝う会（全議員）
  広報委員会（第1回）

10日 定例全員協議会（全議員）
  広報委員会（第2回）

11～13日     林業担い手対策先進地視察（川邉経済委員長）
12日 定例郡議長会議（岡本議長）
17日 臨時全員協議会（全議員）
18日 ウッドスタート誕生祝品贈呈式（岡本議長）
 広報委員会（第3回）
21日 臨時全員協議会（全議員）
24日 広報委員会（第4回）
26日 例月監査（田山監査委員）
 くま川鉄道第４橋梁着工式（岡本議長）

１日 定例全員協議会（全議員）
９日 第1回議会臨時会（全議員）
  臨時全員協議会（全議員）
  定例郡議長会議（岡本議長）

13日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）
15日 東小学校（学校へ行こうの日）（各議員）
 臨時全員協議会（全議員）
16日 立野・竜門ダム視察研修（全議員）
17日 郡・下球磨）議会議員研修会（全議員）
19日 人吉西瀬橋完成式（岡本議長）

21日 例月監査（田山監査委員）
22日 県）定期総会（岡本議長）
 人吉下球磨消防組合議会定例会（川邉議員）
24日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・西村議員）
27日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）

１日 議会運営委員会（各委員）
  五木分校卒業式（岡本議長）
２日 定例全員協議会（全議員）

  ３日 定例郡議長会議（岡本議長）
  ５日 五木中学校卒業式（全議員）
  ８日 議会運営委員会（各委員）
８～ 14日　第１回議会定例会（全議員）
10日　臨時全員協議会（全議員）
 川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）
15日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）
20日 阿蘇くまもと空港内覧会（岡本議長））
21日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）
23日 東小学校卒業式（各議員）
24日 例月監査（田山監査委員）
27日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・西村議員）
28日 県）監査委員定期総会・研修会（田山監査委員）
29日 第2回議会臨時会（全議員）
 ダム対策調査特別委員会（全委員）

1
月

2
月

3
月
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～五木の山野草～
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次
回
の
定
例
会
は
6
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

田
山　

淳
士

　

副
委
員
長　

園
田　

良
治

　

委　
　

員　

中
村　

俊
也

　

委　
　

員　

川
邉　

正
美

　

薫
風
の
候　

見

渡
せ
ば
山
は
新
緑

に
包
ま
れ
、
う
ら

ら
か
な
季
節
が

や
っ
て
き
た
。
大
型
連
休
を

利
用
し
、今
年
も
多
く
の
人
々

が
村
を
豊
か
な
自
然
や
温
か

い
交
流
を
求
め
て
、
こ
の
村

を
訪
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

五
木
村
で
は
持
続
・
再
生

を
目
指
し
、
新
し
い
あ
り
方

を
模
索
・
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
に
あ

る
。
日
頃
住
み
慣
れ
た
私
た

ち
が
つ
い
忘
れ
が
ち
な
、
四

季
折
々
の
村
の
魅
力
や
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
・

文
化
の
貴
重
さ
を
、
今
一
度

純
粋
な
気
持
ち
で
見
つ
め
直

す
時
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

中
村　

俊
也

中村俊也副議長　全国町村議会議長会表彰
　中村俊也副議長におかれましては、令和５年２月22
日開催されました「第73回　熊本県町村議会議長会定
期総会」において、「全国町村議会議長会表彰」並びに「熊
本県町村議会議長会表彰」を町村議会議員として在職
15年以上で功労のあった者として表彰されました。令
和５年第１回五木村議会定例会の開会前に岡本精二議
長より伝達されました。
　今後も益々のご活躍をご祈念申し上げます。

中村俊也副議長　　
　平成19年10月21日　初当選
　現在５期目（15年５か月）　R5.2.1現在

ᾨᾢύᾧέᾨέ

（山芍薬）ボタン科

　４月から５月にかけて白い可憐な花が
咲き、村内の落葉広葉樹林下などの山地
帯で石灰岩の地を好む。和名の由来は、
山地帯に生え全体がシャクヤクに似てい
ることによる。花言葉は「はにかみ」。多
年草で毎年この時期に登山者や村民の心
を癒してくれます。


